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笑顔いっぱい!
楽しく子育て
～育児の基本は健康・元気～

乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
基
礎
を
作
る
重
要
な
時

期
で
す
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
周
囲
の
大
人
、

特
に
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
保
健
所
の
子
育
て
支
援
は
、母
子
保
健
を
ベ
ー
ス
に
、

母
親
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

健
や
か
な
健
康
づ
く
り
を

支
え
ま
す

母
子
保
健
の
基
本
の
一
つ
に
健
診

が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
子
ど
も
の
異

常
の
早
期
発
見
に
力
を
入
れ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
そ
れ
に
加
え
、

お
母
さ
ん
の
気
持
ち
や
悩
み
を
受
け

止
め
、
応
援
す
る
健
診
に
変
わ
り
ま

し
た
。
ゆ
っ
た
り
相
談
し
た
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
場
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

み
ん
な
悩
み
は
同
じ
で
す

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
多
く
が

育
児
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
特
に

産
後
I
ヵ
月
ま
で
の
間
が
最
初
の
ピ

I
ク
で
、
約
7
割
の
人
が
育
児
不
安

を
経
験
し
ま
す
。

ま
た
、
足
立
区
は
核
家
族
や
、
区

内
居
住
期
間
が
短
い
子
育
て
世
帯
が

多
い
の
で
、
子
育
て
に
不
安
や
悩
み

を
抱
え
た
と
き
に
相
談
で
き
る
相
手

が
少
な
く
、
孤
立
化
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

子
育
て
中
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と

が
多
い
人
に
は
、「
子
育
て
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
人
が
身
近
に
い
な
い
」

「
自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間
が
な

い
≒
配
偶
者
の
子
育
て
参
加
に
満
足

し
て
い
な
い
」「
育
児
に
心
配
が
あ

る
」
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
現
状
に
応
え
る
た
め

に
、
保
健
所
で
は
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
(
表
I
)
。

表1　 母子保健事業一覧( 事業は主なもの)

★法定接種のみ。足立区での送付時期を示しています

応
援
し
ま
す
!

親
子
の
元
気
づ
く
り

□
い
ろ
い
ろ
な
相
談

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
不
安
が

ピ
ー
ク
に
な
る
産
後
I

、
2
ヵ
月
ご

ろ
に
「
健
や
か
親
子
相
談
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
だ
れ
も
が

持
ち
や
す
い
悩
み
か
ら
、「
子
ど
も
が

か
わ
い
く
思
え
な
い
≒
家
族
や
周
り

と
の
人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
」
な

ど
、
打
ち
明
け
に
く
い
深
刻
な
悩
み

ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
で
き
る

場
が
あ
り
ま
す
。
話
す
こ
と
で
気
持

ち
も
楽
に
な
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

□
地
域
で
の
応
援

子
育
て
は
、
地
域
の
協
力
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。「
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
連
絡
会
」
は
、
地
域
で
子
育
て

を
支
え
る
場
と
し
て
、
各
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
で
年
3
～
6
回
ず
つ
開
催

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
か
か
わ
る

様
々
な
機
関
や
個
人
で
構
成
さ
れ
、

情
報
交
換
や
学
習
会
、
事
例
検
討
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ

ー
の
中
か
ら
、「
地
域
で
の
子
育
て
に

必
要
な
こ
と
」
と
し
て
出
た
の
が
右

の
「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
で
す
。

□
自
主
グ
ル
ー
プ

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
事
業
で
知

り
合
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
、「
子
育

て
期
間
中
を
生
き
生
き
楽
し
く
過
ご

そ
う
」と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
合
い
、

学
習
や
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ

立
場
だ
か
ら
こ
そ
共
感
し
合
え
る
こ

と
も
多
く
、
ホ
ッ
と
で
き
る
大
切
な

場
で
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ 子育ては一人で悩まず、みんなで
支え合い、楽しく行いましょう

子育て親子をみんなの力で助けます
地域で子育てするためのチェックポイント

□ 街で泣いている子、ぐずっている子に声を掛けられますか?
□ 子どもを連れている親に「大きくなった
ね」「いい子ね」「元気な子ね」など、
声を掛けられますか?
□ 子どもが微笑み掛けてきたときに、反応
しますか?
□ 困っている親に声を掛けたり、手助けで
きますか?
( 健康あだち21ハンドブック　第10分野　健やか親子より)

お問い合わせは
各保 健 総合
セ ン タ ーへ

中 央 本 町　 　3880- 5351
竹 の 塚　 　3855- 4151
江 北　 　3896- 4004
千 住　 　3888- 4277
東 和　 　3606- 4171

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
あ

だ
ち
2
1
/区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
/
人
権
と
同

和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
/
職
員
募
集

4
・
5
面
▽
日
ご
ろ
の
備
え
が
あ
な
た
を
救
う

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
わ
ー
く
わ

く
通
信
/
掲
示
板
/
映
像
広
報
制
作
だ
よ
り

8
面
▽
▽
▽
五
反
野
小
学
校
特
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678

回答を希望する方は住所・
氏名・電話番号など
を記入してください

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ　
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
1 月12 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申 込 … 申し込み方法
◆ 期限 … 申し込み期限
◆ 場 ・申・問先 … 場所・
申し込み先 ・問い合わせ先

◆ 費用の記載のないものは無料
◆ HP … ホ ームページアドレス
◆ 　 … E メ ールアド レス

(
親
)
医
療
証
は
届
き
ま

し
た
か

今
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
⑩
医

療
証
を
、
1
6年
1
2月
2
4日
に
発
送
し

ま
し
た
。受
診
時
は
、
必
ず
新
し
い

医
療
証
を
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
、

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
該
当
年
度
の
所
得
状
況
に
よ

り
、
助
成
内
容
が
変
更
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
※
所
得
超
過
な
ど
で
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
方
へ
の
通
知
も
同
時

に
発
送
し
ま
し
た

問
先
=
家
庭
支

援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

子
育
て
サ
ロ
ン
を
利

用
し
ま
せ
ん
か

子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
O
歳
か
ら
3

歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
、
そ
の
保
護
者

が
安
心
し
て
自
由
に
遊
べ
る
場
所
で

す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に

子
育
て
の
悩
み
も
相
談
で
き
ま
す
。

日
時
=
毎
週
月
曜
～
土
曜
日
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
※
元
宿
・
鹿
浜

は
金
曜
日
ま
で

場
所
等
=
表
1

問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

表1　 子育てサロン一覧

給
食
関
係
技
術
者
講
習
会

「
新
し
い
油
脂
と
健
康
」

日
時
=
2
月
4
日
面
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア

対
象
=
事
業
所
、
病
院
、
学
校
、
寄

宿
舎
、
児
童
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど

の
給
食
管
理
者
、栄
養
士
、調
理
師
、

お
よ
び
調
理
作
業
関
係
者
、
在
宅
栄

養
士
な
ど

講
師
=
八
藤
眞
氏
(
F
L
I

食
と
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
所

長
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
周
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

若
い
う
ち
か
ら
歯
周
病
対
策

日
程
等
=
表
2

定
員
=
3
5人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
歯
科
保
健

g
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表2　 歯周病予防教室日程等

※ 2/9 は歯ブラシを持参してください( 補助用
具は保健総合センターで用意します)

食
と
健
康
教
室
「
正
月
太
り
を
解

消
し
て
適
塩
生
活
」
(
2
日
制
)

日
時
=
2
月
1
日
収
・
1
5
日
収
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=

血
圧
・
体
重
が
気
に
な
る
方
/
血
圧
・

体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
方

内
容
=

▽
1
日
目
・
:
減
塩
で
も
お
い

し
く
、
太
り
に
く
い
食
べ
方
の
コ
ツ

▽
2
日
目
・
:余
分
な
体
脂
肪
を
減
ら

し
て
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
体
操

定

員
=
2
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
保
健
栄
養

g
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

日
時
=
3
月
2
4
日
用
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住

で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供

会
員
の
登
録
を
希
望
す
る
方
※
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
、
育
児
の

援
助
が
で
き
る
方
と
援
助
を
受
け
た

い
方
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
登
録
し
、
利

用
希
望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
あ
い

あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
会
員
同

士
を
紹
介
す
る
事
業
で
す
内
容
=

子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達
/
子
育

て
支
援
活
動
の
心
構
え
ほ
か
講
師

=
渋
谷
武
子
氏
(
臨
床
心
理
士
)
定

員
=
5
0
人
(
先
着
順
)
申
込
=
電
話

※
講
習
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
提
供
会
員
登
録
が
で
き
ま
す
(
登

録
手
続
き
は
、
午
後
4
時
3
0
分
～
4

時
4
5分
)

場
・
申
先
=
あ
い
あ
い
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
先
=
あ
い
あ

い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

大
事
に
し
よ
う
心
と
身
体

女
性
の
た
め
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

日
時
等
=
表
3

定
員
=
5
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

表3　「大事にしよう心と身体」日程等

※ いずれも金曜日、時間は午後2時～4時

交
通
事
故
と
老
人
保
健

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、
す
ぐ
警
察

に
届
け
る
と
同
時
に
、
区
役
所
に
も

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
交
通
事
故
の
加
害
者
か

ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
老

人
保
健
で
の
治
療
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
加
害
者
と
の
話
し
合
い

で
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の

取
り
決
め
の
内
容
が
優
先
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
、
加
害
者
に
請
求
で

き
な
く
な
り
ま
す
。示
談
を
結
ぶ
前

に
、
必
ず
区
の
担
当
窓
口
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
=
老
人

保
健
で
治
療
を
受
け
る
と
、
区
が
医

療
機
関
へ
医
療
費
を
支
払
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
区
が
一
時
立
て
替
え
て
支

払
う
も
の
で
、
後
日
、
被
害
者
に
代

わ
っ
て
、
加
害
者
に
請
求
し
ま
す

申
込
=
次
の
も
の
を
持
参
…
所
定
の

傷
病
届
な
ど
/
警
察
が
発
行
す
る
交

通
事
故
証
明
書
/
健
康
保
険
証
/
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
/
印
鑑

申
・
問
先
=
高
齢
医
療
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

区政情報室・資料コーナーの利用を
休止します
所蔵資料の点検・整理のため、次の期間お
休みします。この間、資料の閲覧・貸し出

し・予約はできません。※ 情報公開の請求、
有償刊行物の販売は通常どおり行います期
間=1月24日～28日問先=区政情報室

TJ 3880 ―5830

講
演
会
　
「
お
酒
と
こ
こ
ろ

～
人
は
な
ぜ
お
酒
を
飲
む

の
?

飲
ま
れ
る
の
?
～
」

日
時
=
1

月
2
1
日
倒

、
午
前
1
0
時
～

‥
1
1
1
1

一
時
3
0
分

内
容
=

お
酒
と
心
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
知
ろ
う

講
師
=

高
橋

和
巳
氏
(
精
神
科
医
)

定
員
=
3
0
人

(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・

申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

り
ん
ご
湯
で
心
と
身
体
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

日
時
=
1
月
3
0日
脚

場
所
=
区
内

の
各
銭
湯

費
用
=
▽
6
5歳
以
上
の

方
・
:
2
0
0
円

▽
小
学
生
:
5
0円

申

込
=
当
日
、
番
台
(
フ
ロ
ン
ト
)
で

年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い

※
証
明

書
は
不
要

問
先
=
衛
生
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
4

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込
=

電
話

表4　 乳幼児アレルギー予防教室日程等

納税は1 月31日までに
16年 度特別 区民税 ・都民 税 第4

期 分 の 納 期 限は、1 月31 日 で
す。早めに銀 行や郵便局などの金

融機 関、納税 課または区民事務所

の窓口で納めてください。口座 振り
替えを利用している方は、口座の
残 高を確認してください。 問先=

納税相談係 　3880 ―5236

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

「
1
日
1
万
歩
」

が
健
康
維
持
の
秘
け
つ

人
間
は
普
通
に
生
活
を
し
て
い
る

だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま

す
。こ
れ
は
基
礎
代
謝
量
と
い
っ
て
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
従
事
す
る
平
均
的

な
体
格
の
成
人
男
性
で
考
え
る
と
、

基
礎
代
謝
量
と
日
中
の
消
費
量
を
あ

わ
せ
て
、
1
日
あ
た
り
平
均
で
、
約

千
8
0
0キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
消
費
し
ま
す
。

一
方
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
、
平
均
で
1

日
あ
た
り
約
2
千
1
0
0キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
な
の
で
、
3
0
0キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
過

剰
に
摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。運

動
を
し
て
、
1
日
3
0
0キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
程
度
を
消
費
す
る
こ
と
は
、
健

康
の
維
持
、増
進
に
も
役
立
ち
ま
す
。
3
0
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
運
動
量
に
換
算
す
る
と
1
万

歩
。
そ
の
た
め
「
1
日
1
万
歩
」
の

運
動
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
す
。
こ

の
1
万
歩
に
は
、通
勤
や
通
学
な
ど
、

移
動
す
る
と
き
に
歩
い
た
歩
数
も
含

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
よ
る
歩
数
を
加
え
る
こ
と
で
、
多

く
の
人
が
「
1
日
1
万
歩
」
歩
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
分
ら
し

く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
あ
な

た
も
生
活
の
中
に
運
動
の
習
慣
を
取

り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
区
で
は
健

康
に
役
立
つ
フ
ォ
ー

フ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
健
康
づ
く
り
係
》

□
健
康
・
体
力
増
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

テ
ー
マ
　
こ
こ
ろ
と
体
と
ス
ポ
ー
ツ

～
心
豊
か
に
身
は
軽
や
か
に

健
康
ラ
イ
フ
2
0
0
5

～

日
時
=
2
月
1
9
日
倒
、
午
後
O
時
3
0

分
～
5
時
場
所
=
区
役
所
申
込

=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
健
康

づ
く
り
係

学
び
を
応
援
　
小
・
中
学
校
の

授
業
や
補
習
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

小

・
中
学

生

の
学
力
向

上

を

め
ざ

し
、
学

生

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

が
小

・
中

学

校

の
授
業

・
補

習
を

サ

ポ
ー
ト

す

る
制

度

を

今

年

度

か

ら

始

め
ま

し

た

。
小

・
中

学
生

の

学

び

を

応
援

し

て
く

だ
さ

い

。
期
間
=

随
時

場

所
=

区
内

の
公

立
小

・
中
学
校

対

象
=

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

希
望
す

る
大

学

生

・
短

大

生

・
専

門

学
校
生

内

容
=

国
語

・
算

数
(

数
学
)

・
英
語

の

授

業

や

補

習

の

補

助

申

込
=

電

話

、
フ
ァ

ク
ス

、E

メ

ー
ル
で

住
所

、

氏
名

、
電

話
番

号

、
「
授

業
サ

ポ

ー
ト

希

望

」
を
連

絡

。
募

集
要

項

と
申

込

用

紙
を

送
り

ま
す

申

・
問
先
=

学

習

推
進
係啻

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

£
J
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
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1
7年
4
月
か
ら
認
可
保
育
園

の
保
育
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

1
6年
1
0月
に
、「
足
立
区
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
適
正
化
審

議
会
」
か
ら
「
足
立
区
へ
の
5
つ
の

提
言
」
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
内
容
を
受
け
、
認
可
保

育
園
の
保
育
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
問
先
=

保

育
課
保
育
調
整

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

児
童
扶
養
手
当
の
特
例
支
給

1
0年
7
月
以
前
は
、
母
が
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
児
童
が
父
か

ら
認
知
さ
れ
た
場
合
、
児
童
扶
養
手

当
は
支
給
さ
れ
な
い
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
所

が
、
こ
の
規
定
は
無
効
で
あ
る
と
判

断
を
示
し
た
た
め
、
国
と
都
が
協
議

し
、無
効
と
さ
れ
て
い
た
方
に
対
し
、

特
例
給
付
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
対
象
=
1
0年
7
月
以
前
に
、児

童
が
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
た
め
に
受

給
で
き
な
か
っ
た
方
(
未
申
請
の
方

を
含
む
)
支
給
対
象
期
間
=
申
請

者
は
却
下
さ
れ
た
日
、
未
申
請
者
は

認
知
さ
れ
た
日
の
、
そ
れ
ぞ
れ
翌
月

か
ら
1
0年
7
月
分
ま
で

※
申
し
込

み
に
は
当
時
の
状
況
が
わ
か
る
各
種

書
類
が
必
要
で
す

申
・
問
先
=
家

庭
支
援
係啻

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

尿
失
禁
予
防
講
座

日
時
=
1
月
2
6
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住

の
女
性

内
容
=
尿
失
禁
予
防
体
操
/

懇
談
会
「
尿
失
禁
を
予
防
し
よ
う
」

講
師
=
福
井
由
美
子
氏
(
東
京
都
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
理
学
療
法

士
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

{一″
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

女
性
の
た
め
の
健
康

づ
く
り
(
2
日
制
)

日
程
等
=
表
5
対
象
=
区
内
在
住

で
1
8
～
3
9
歳
の
女
性
内
容
=
健
康

チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定
、血
液
検
査
、

歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度

測
定
ほ
か
)
/

健
康
教
室
(
保
健
、

栄
養
、歯
科
に
つ
い
て
の
学
習
)

定

員
=
各
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

表5　 女性のための健康づくり日程( 2 日制)

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
社
会
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
(
身
体
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
)
通
所
者
募
集

身
体
に
障
害
が
あ
る
方
に
対
し
、

社
会
生
活
力
を
高
め
、
自
分
に
合
っ

た
社
会
参
加
が
実
現
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。
視
覚
障
害
、
聴
覚
障

害
、
高
次
脳
機
能
障
害
、
若
年
障
害

者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
特
性
別

コ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
=
1
8
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
所
持
者
お
よ
び
身
体
障
害
者

手
帳
未
所
持
で
高
次
脳
機
能
障
害
と

診
断
さ
れ
て
い
る
方
通
所
期
間
=

1
年
間
通
所
日
=
月
曜
～
金
曜
日

の
う
ち
、週
2
日
ま
で
(
半
日
単
位
で

通
所
可
能
)

問
先
=
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
社
会
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
1
　
　
　

圃
(
5
6
8
1
)
0
1
3
8

人
権
と
同
和
問
題
の

理

解

の

た

め

に

子
ど
も
の
人
権
2

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
(
子

ど
も
の
権
利
条
約
)
の
主
な
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

▽
対
象
は
1
8歳
未
満
の
す
べ
て
の
子

ど
も

▽
大
人
は
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に

何
が
最
も
大
切
か
を
考
慮
す
る

▽
両
親
は
子
ど
も
を
守
り
、
指
導
す

る
責
任
が
あ
る

▽
子
ど
も
が
、
自
分
自
身
の
こ
と
に

つ
い
て
自
由
に
意
見
を
述
べ
、
表

現
し
、
集
い
を
持
つ
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
も
、

他
の
人
の
こ
と
を
よ
く
考
え
、
道

徳
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

▽
子
ど
も
は
暴
力
や
虐
待
と
い
っ

た
、
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら
れ
る

▽
子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る

▽
子
ど
も
は
遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

ョ
ン
を
行
い
、
文
化
・
芸
術
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

▽
子
ど
も
が
、
法
律
に
反
し
て
自
由

を
奪
わ
れ
た
り
、
正
し
い
裁
判
を

経
な
い
で
罪
を
犯
し
た
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

▽
こ
の
条
約
の
内
容
を
、
大
人
に
も

子
ど
も
に
も
広
く
知
ら
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

ほ
か
に
も
、
難
民
と
な
っ
た
子
ど

も
の
保
護
や
健
康
を
守
る
た
め
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。

未
来
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
大
人
は
手
本
を
示
し
な
が
ら
、

「
生
き
る
力
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」

を
育
む
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

公園などの自主管理・花壇管理などを行う
団体・グループを募集します

区では、公園や児童遊園を、区民の皆さんが「地域の庭」として自らの手
で管理する制度を広げています。 対象= 町会・自治会・子ども会・老人会な

どの組織や、地域の美化活動に寄与する法人・民間団体など、継続的に活動
が可能なグループ 内容= レ公園・児童遊園の管理…週1 回以上の清掃作業
ほか( 清掃用具などを購入する活動費を支給) レ公園内の花壇管理… 草花・
苗などの植え付け、育成作業( 活動費は支給されません) ※ どちらも区と協
定を結びます 申・問先= 公園管理課施設係05680 ―0822

あ
な
た
の

〝声〟
を
区
政
に

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

広
聴
相
談
係

H
P
　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

区

政

モ

ニ

タ

ー

制

度

は

、

区

政

運

営

の

方

向

性

や

問

題

点

な

ど

に

つ

い

て

、

区

民

の

皆

さ

ん

か

ら

生

の

声

を

聞

き

、

各

施

策

の

計

画

立

案

に

生

か

す

と

共

に

、

区

政

に

対

す

る

理

解

や

関

心

を

深

め

て

も

ら

う

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

ま

す

。

足

立

区

を

魅

力

あ

る

ま

ち

に

す

る

た

め

に

、

区

政

モ

ニ

タ

ー

と

し

て

皆

さ

ん

の

考

え

や

日

ご

ろ

感

じ

て

い

る

こ

と

な

ど

を

お

聞

か

せ

く

だ

さ

い

。

□

区

政

モ

ニ

タ

ー

募

集

概

要

応

募

資

格
=

次

の

す

べ

て

を

満

た

し

て

い

る

方

・
:
満
2
0

歳

以

上
(
1
7

年
4

月
1
日
現
在
)
/
区
内
に
引
き
続
き
3

ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
(
日
本

語
が
で
き
る
外
国
人
を
含
む
)
/

都

内
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
/

過
去
2
年
間
に
、
区
政
モ
ニ
タ
ー

を
経
験
し
て
い
な
い

募
集
人
員
=
1
0
0

人
(
選
考
)

謝
礼
=
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
I
回
に
つ
き
5
0
0円

申
込
=
2

月
1
4日
ま
で
に
電
話
で
応
募
用
紙
を

請
求

※
区
政
モ
ニ
タ
ー
へ
の
応
募

方
法
な
ど
は
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
案
内
し
て
い
ま
す

□
区
政
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

区
政
モ
ニ
タ
ー
任
期
中
に
送
付
す

る
、
区
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
は
、
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、

区
民
の
皆
さ
ん
が
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
区
内
各
図
書
館
に
配
付
す

る
と
共
に
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
表
し
て
い
ま
す
。
※
ア
ン
ケ

ー
ト
は
年
5
回
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
1
6年
度
は
「
足
立
の
観
光
振

興
≒
足
立
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー
≒
産

業
振
興
と
地
域
経
済
活
性
化
に
お
け

る
消
費
者
の
役
割
」「
休
日
・
夜
間
開

庁
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
、
区
政
モ

ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
意
見

を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た

▽
そ
の
ほ
か
の
広
聴
業
務

区
政
全
般
に
つ
い
て
の
情
報
・
意

見
・
要
望
な
ど
の
随
時
提
供
や
、
区

が
依
頼
す
る
広
聴
業
務
へ
の
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
任
期
は
2
年

区
政
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
2
年
で

す
(
今
回
募
集
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
4

月
1
日
～
1
9年
3
月
3
1日
ま
で
)
。

□
定
数
は
2
0
0人

区
政
モ
ニ
タ
ー
の
定
数
は
2
0
0人で

す
。
毎
年
1
0
0人
ず
つ
入
れ
替
え
て
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
ア
ン
ケ
ー
ト
の
通
信
手
段
が
選
べ

ま
す郵

便
、
E
メ
ー
ル
の
ど
ち
ら
か
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
回
答
の
た
め
に

来
庁
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員募

集

納
税
事
務
補
佐
員
(
非

常
勤
職
員
)

対
象
=
区
内
在
住
ま
た
は
近
郊
に
住

所
を
有
す
る
方
勤
務
内
容
=
窓
口

で
の
税
の
現
金
領
収
、
相
談
受
付
・

案
内
ほ
か
勤
務
条
件
=
2
週
間
で

6
0
時
間
、
週
4
日
勤
務
雇
用
期
間

=
4
月
1
日
～
1
8
年
3
月
3
1
日
※

勤
務
成
績
良
好
な
場
合
は
更
新

報

酬
=
月
額
1
4万
3
千
円

※
交
通
費

別
途
支
給

募
集
人
数
=
1
人

選

考
=

▽
1
次
・
:履
歴
書
お
よ
び
作
文

▽
2
次
・
:面
接
(
試
験
日
は
2
月
2
2

日
、該
当
者
に
は
後
日
連
絡
)

作
文
=

「
税
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
原
稿
用
紙
2
枚
(
8
0
0字)

程
度

申
込
=
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

と
作
文
を
持
参
(
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
)
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん

期
限
=
1
月
2
4

日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
納
税
計

画
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

学
童
保
育
室

専
門
非
常
勤
職
員

対
象
=
昭
和
2
0年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
健
康
な
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
方
・
:保
育
士
/

教
諭
/
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
3
8

号

勤
務
内
容
=
区
内
の
児
童
保
育

室
で
学
童
保
育
業
務

勤
務
条
件
=

週
3
0時
間
(
週
5
日
以
内
)

※
午
前
8

時
3
0分
か
ら
午
後
6
時
1
5分
の
間

で
8
時
間
以
内

報
酬
=
月
額
1
6万
8

千
円

※
交
通
費
別
途
支
給
。
有

給
休
暇
・
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
な

ど
あ
り

募
集
人
数
=
7
人
程
度

選
考
=
面
接
(
2
月
1
0日
予
定
)

採

用
予
定
日
=
4
月
1
日

申
込
=
履

歴
書
(
自
書
・
写
真
貼
付
)
と
作
文

「
学
童
保
育
に
つ
い
て
」
(
8
0
0
字
程

度
)
を
郵
送

※
申
込
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん

期
限
=
1
月
2
4日
必
着

申
・
問
先
=
住
区
推
進
課
事
業
調
整

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
Q
)

保
健
師
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
保
健
師
有
資
格
者
勤
務
内

容
=
学
校
教
職
員
の
健
康
管
理
事
務

ほ
か
※
パ
ソ
コ
ン
使
用
あ
り
勤

務
条
件
=
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
4

時
4
5
分
、
週
4
日
勤
務
、
有
給
休
暇

あ
り
雇
用
期
間
=
4
月
1
日
～
找
一

年
3
月
3
1日

※
更
新
の
場
合
あ
り

報
酬
=
月
額
2
0万
円

※
交
通
費
別

途
支
給

募
集
人
数
=
I
人

選
考
=

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
(
後
日
連

絡
)

申
込
=
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

お
よ
び
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
参

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
ま
た
は

郵
送

期
限
=
1

月
3
1
日
必
着

申
・
問
先
=
教
職
員
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

g
(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

非
常
勤
職
員

対
象
=
区
内
ま
た
は
そ
の
近
郊
に
居

住
し
て
い
る
方
職
務
内
容
=
施
設

管
理
お
よ
び
会
計
事
務
ほ
か
勤
務

時
間
=
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

の
間
で
7
時
間
3
0分
、
週
4
日
の
輪

番
制
勤
務

雇
用
期
間
=
4

月
1
日

～
1
8年
3
月
3
1日

報
酬
=
区
非
常

勤
要
綱
に
準
ず
る

※
交
通
費
別
途

支
給

募
集
人
員
=
4

人

選
考
=

論
文
お
よ
び
面
接

※
募
集
説
明
会

に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
(
1
月
2
3

日
、
午
前
1
0時
か
ら
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
で
行
い
ま
す
。
内
容
は
業
務
説

明
な
ど
。
希
望
者
は
当
日
直
接
会
場

へ
)

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

管
理
支
援
係

g
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1
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日
ご
ろ
の
備
え
が
あ
な
た
を
救
う

～

震
度

6
強

首
都
直
下
地
震
に
備
え
て
～

お

問

い

合

わ

せ

は
、

災

害

対

策

係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

昨
年
起
こ
っ
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
、
大
震
災
の
恐
ろ
し
さ

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
な
命
や
財
産
を
地
震

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
普
段
の
心
掛
け
や
準
備
が
大
切
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
過
去
の
教
訓
を
生
か
し
、
普
段

の
備
え
を
再
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
だ
け
は

や
っ
て
お
き
た
い

備
え

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
約
2
0万

棟
、
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
1
万
3

子
棟
の
家
屋
が
倒
壊
・
損
壊
し
ま
し

た
。
ま
た
、
家
中
の
ほ
と
ん
ど
の
家

其
が
倒
れ
る
な
ど
し
て
下
敷
き
に
な

り
、多
数
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

室
内
に
あ
る
家
具
類
の
転
倒
を
防

止
す
る
こ
と
で
、
危
険
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
非
常
用
物

品
の
準
備
も
大
切
で
す
。

家
具
が
あ
な
た
を
襲
う

▽
背
が
高
い
本
棚
や
、
台
所
の
食
器

棚
・
冷
蔵
庫
は
倒
れ
や
す
く
危
険

で
す
。
天
井
や
壁
に
固
定
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

▽
ダ
ン
ス
は
、
前
の
め
り
に
倒
れ
ま

す
。
寝
室
な
ど
に
は
、
な
る
べ
く

家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
置
く
場
合
も
、
な
る
べ
く

背
の
低
い
家
具
に
し
ま
し
ょ
う

▽
照
明
器
具
は
、
落
ち
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
落
下
を
防
止
す

る
金
具
な
ど
で
固
定
し
て
お
き
ま

非
常
用
物
品
の

準
備
も
忘
れ
ず
に

▽
日
ご
ろ
か
ら
枕
も
と
に
靴
・
懐
中

電
灯
な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

▽
少
な
く
と
も
3
日
分
の
水
・
食
糧

な
ど
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う

災
害
発
生
!

「
あ
の
人
、
大
丈
夫

か
し
ら
?
」

家
族
で
話
し
合
い
を
!

地
震
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
家
族
が
離
れ
て
い
る
と
き

に
地
震
が
起
き
る
と
、
連
絡
を
取
る

こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か

じ
め
災
害
時
の
連
絡
方
法
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る

と
、
安
否
確
認
の
電
話
が
被
災
地
へ

集
中
し
ま
す
。
こ
の
た
め
電
話
回
線

が
パ
ン
ク
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、

電
話
が
掛
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

連
絡
先
を
、
自
宅
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
に
住
む
親
戚
や
知
人
の
家
な
ど

に
決
め
て
お
く
と
、
比
較
的
電
話
も

つ
な
が
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

活
用
し
て
く
だ
さ
い

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
7
1」(左

囲
み
記
事
)
や
、
I
モ
ー
ド
災
害
用

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
安
否
な

ど
の
情
報
を
音
声
な
ど
で
伝
達
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
も
つ

な
が
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

災
害
要
援
護
者
も

安
心
で
き
る
「
み
ん

な
に
や
さ
し
い
安
全

な
地
域
づ
く
り
」

災
害
要
援
護
者
と
は

一
般
的
に
高
齢
者
、心
身
障
害
者
、

傷
病
者
、
乳
幼
児
、
外
国
人
な
ど
が

災
害
要
援
護
者
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。災

害
時
に
一
番
問
題
に
な
る
の

は
、
災
害
の
状
況
や
避
難
の
方
法
、

避
難
場
所
な
ど
の
情
報
が
災
害
要
援

護
者
に
正
確
に
伝
わ
り
に
く
い
こ
と

で
す
。
情
報
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ

り
不
安
が
増
人
し
、
安
全
な
行
動
を

と
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

□
災
害
要
援
護
者
は
、
一
般
的
に
こ

う
い
う
こ
と
が
困
り
ま
す

▽
限
ら
れ
た
情
報
し
か
入
手
で
き

ず
、
状
況
の
判
断
が
難
し
い

▽
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
正

確
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い

▽
単
独
で
で
き
る
行
動
が
限
ら
れ
て

し
ま
う

□
支
援
者
は
こ
う
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
せ
ん

▽
災
害
要
援
護
者
が
何
を
し
て
欲
し

い
の
か

▽
災
害
要
援
護
者
に
情
報
を
伝
え
る

方
法

▽
災
害
要
援
護
者
を
誘
導
・
支
援
す

る
方
法

地
域
の
力
で
被
害
を
最
少
に

□
災
害
要
援
護
者
の
備
え

日
ご
ろ
か
ら
対
応
策
な
ど
の
情
報

を
多
く
収
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

災
害
時
の
混
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
に
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
を
深
め
、
信
頼
関
係
を
築
い

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
協
力
し
合

っ
て
、
安
心
し
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

□
支
援
者
の
役
割

災
害
要
援
護
者
の
状
況
を
理
解

し
、
不
安
を
取
り
除
け
る
よ
う
、
支

援
者
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
普
段
か

ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
町
会
・
自
治
会
や
防
災

区
民
組
織
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
対
応
策
を
検
討
し
、
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
災
害
要
援
護
者
に
や
さ
し
い
情
報

の
伝
え
方
や
避
難
方
法
を
考
え
る

▽
災
害
要
援
護
者
の
対
応
を
、
地
域

で
協
力
し
合
っ
て
向
上
さ
せ
る

▽
地
域
で
の
協
力
・
援
助
体
制
を
整

え
る

▽
災
害
要
援
護
者
と
の
日
常
的
な
交

流
を
深
め
る

地
域
の
防
災
力
を

高
め
よ
う
!

災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
ま
た
災

害
の
規
模
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
区
民
組
織

ほ
と
ん
ど
の
町
会
・
自
治
会
の
中
に

は
防
災
区
民
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

災
害
発
生
時
に
避
難
、誘
導
、初
期

消
火
活
動
お
よ
び
救
助
・
救
出
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
態
勢
を
取
り
、
平

常
時
に
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
会
議

区
立
小
・
中
学
校
、
都
立
高
校
に

避
難
所
運
営
会
議
を
設
置
し
、
被
災

者
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
方

の
自
主
的
な
参
加
の
も
と
、
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

災
害
時
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
合
い
、
連
携
し
て
災
害
に
向

き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。地

震
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
度
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、初

期
消
火
訓
練
、負
傷
者
の
救
出
、救
護

な
ど
非
常
時
の
基
礎
的
知
識
を
養
う

と
と
も
に
、
防
災
訓
練
や
学
習
会
な

ど
、
地
域
の
防
災
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▲ 被害にあった新潟県内の民家。災害は一瞬にして大切なものを奪い去ります

～
忘
れ
て
い
な
い
?
～

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
7
1」

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
と
は

大
災
害
発
生
時
に
、
安
否
確
認
、

見
舞
い
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
電
話

が
爆
発
的
に
増
加
し
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
状
況
が
数
日
続
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
N
T
T

が
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
費
用
=
通
話
料
の
み

伝
言

録
音
時
間
=
一
件
あ
た
り
3
0秒
以
内

伝
言
保
存
期
問
=
録
音
後
、
2
日
(
4
8

時
間
)

伝
言
蓄
積
数
=

電
話
番

号
あ
た
り
I
～
1
0件

ま
ず
は
「
1
7
1」を
ダ
イ
ヤ
ル

「
1
7
1」を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、案
内

に
沿
っ
て
、
伝
言
を
録
音
・
再
生
で

き
ま
す
。
携
帯
電
話
や
P
H
s

か
ら

も
利
用
で
き
ま
す
(
一
部
事
業
者
を

除
く
)
。

災
害
時
の
み
利
用
可
能
で
す
が
、

毎
月
1
日
(
1

月
1
日
を
除
く
)
と

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
(
1

月
1
5

日
～
2
1
H
)
に
は
体
験
利
用
が
で

き
ま
す
(
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
)
。

体
験
し
て
納
得

災
害
時
に
備
え
て
、
実
際
に
試
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

暗
証
番
号
を
設
定
し
て
、
他
人
に

聞
か
れ
た
く
な
い
伝
言
な
ど
の
録

音
・
再
生
も
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
登
録
で

き
る
の
は
、
被
災
地
内
の
電
話
番
号

の
み
で
す
。

防
災
講
演
会
「
神
戸
か
ら
の
発
信
　
～
そ
の
時

私
は
～
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
学
ん
だ
こ
と
」

7
年
1
月
1
7日
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
発
生
か
ら
1
0年
が
経
過
し
ま

す
。
こ
の
間
に
も
、
北
海
道
、
東
北

地
方
で
の
大
き
な
地
震
や
、
昨
年
起

き
た
新
潟
県
中
越
地
震
、
ま
た
、
台

風
や
集
中
象
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
数

々
の
大
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
首

都
直
下
型
の
地
震
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
な
ど
の
教
訓
を
生
か
し
、
日
ご

ろ
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
1

月
1
6日
脚
、
午
後
2
時
～
4
時

(
1
時
3
0分
受
付
開
始
)

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
区
内

在
住
の
方

講
師
=
高
橋
正
幸
氏

(元
神
戸
市
役
所
仮
設
住
宅
調
整
担

当
課
長
)

定
員
=
1
5
0人(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
先
=
災
害
対
策
係

□
防
災
物
品
展
示
も
同
時
開
催

日
時
=
1
月
1
6日
㈲
、
正
午
～
5
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
前

内

容
=
防
災
関
連
企
業
に
よ
る
防
災
物

品
の
展
示

□
防
災
写
真
展

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
に
合

わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。
日
程
=
1

月
1
5日
～
2
0口

場
所
=
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
被
害
状
況

を
写
し
た
写
真
の
展
示
(
阪
神
・
淡

路
大
震
災
/
新
潟
県
中
越
地
震
)

-

い
ず
れ
も
-

問
先
=
災
害
対
策
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
3
g
)

再度確認!　そのときの行動
地 震 発生 ※ 縦揺れがきたら大きな地震!

※ 大きな地震でも、続くのは1 分間!

( 1)まず、身 の安 全を確保

机の下などに身を隠すか、座布団などで頭部を
守ってください

( 2)火 の始 末
揺れが大きいときは、まず、身を守り、揺れが
収まった後、火の始末をしてください
火事を出さないことで、被害を軽減できます

( 3)出口の 確保
窓や戸を開けて出口を確保してください
あわてて外に飛び出してはいけません

( 4)避 難( 次の順 序で)

1. 一時( いっとき) 集合場所に集まります
集団で避難するため町会、自治会単位で一時的に集まる場所で

す。区では、集団避難方式を進めています。
状況に応じて家族や近所同士での避難が必要な場合もあります。

2. 広域避難場所に避難します
大地震などで延焼火災が発生した場合、大火から身を守るために

避難する場所です。区内に15ヵ所あり、住所で指定しています。

3. 避難所に避難します
火災で家屋が焼失したり地震で家屋が倒壊してしまったりした

ときに、避難所が生活の場になります。
区立小・中学校、都立高校の123ヵ所を第一次避難所に指定し、

水、食糧、その他の物資を備蓄しています。
学校での生活が困難な高齢者や身体の不自由な方のために、福祉

施設などを第二次避難所として指定しています。

一

口
メ

モ

今、心配されている
首都直下地震が
発生すると…

区部直下の地震が発生すると、マグ
ニチュード7. 2、最大震度が6 強になる
と言われてい ます。足立区内では約15, 000

棟の建物が全半壊し、延焼火災
により約10, 000棟が焼失するおそれが
あります。また、死傷者も6, 000人を超
える見込みです( 9 年に都が被害想
定)。
この想定は冬の平日、午後6 時、風

速6m/ 秒という条件で行われてお
り、異なる条件で地震が起きた場合に
は、想定されていない被害が発生する
可能性もあります。
被害想定を参考に、日ごろから防災

の取り組みを続けることが大切です。

「
地
震
に
対
す
る
1
0の
備
え
」
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
ま
た
、身
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、次
の
備
え
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

□
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止

転
倒
防
止
金
具
な
ど
の
取
り
付

け
・
新
聞
紙
を
使
っ
た
簡
易
転

倒
防
止

□
け
が
の
防
止
対
策

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

の
貼
付
・
就
寝
時
、
枕
元
に
ス

リ
ッ
パ
や
ス
ニ
ー
カ
ー
を
準
備

□
消
火
の
備
え

消
火
器
の
準
備
・
風
呂
水
の
く

み
置
き
を
し
て
お
く

□
火
災
発
生
の
防
止
対
策

火
気
の
近
く
に
可
燃
物
を
置
か

な
い
、
未
使
用
電
気
器
具
の
プ

ラ
グ
を
抜
く

□
非
常
用
品
の
備
え

非
常
用
持
ち
出
し
袋
、
3
日
分

の
水
・
食
糧
を
準
備
し
て
お
く

□
家
屋
や
塀
の
強
度
確
認

耐
震
診
断
・
耐
震
補
強

□
家
族
で
話
し
合
い

防
災
家
族
会
議
・
家
庭
の
安
全

点
検
・
ペ
ッ
ト
対
策
(
か
ご
の

準
備
な
ど
)

□
防
災
環
境
の
把
握

一
時
集
合
場
所
・
広
域
避
難
場

所
・
避
難
経
路
・
避
難
所
な
ど

の
確
認

□
過
去
の
地
震
の
教
訓
を
学
ぶ

講
演
会
・
新
聞
・
テ
レ
ビ
ーイ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
防
災

の
知
識
を
身
に
付
け
る

□
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
、
身
体
防

護
・
出
火
防
止
・
初
期
消
火
・

救
出
救
護
・
避
難
要
領
な
ど
を

身
に
付
け
る

目立って安全! 　 夜間の自転車
夜間の事故を防止するには、自分の存在を相手に知らせることが大切です。
自転車で走行するときは、ライトを忘れずに点灯しましょう。また、車のラ
イトで光る反射材を自転車や身に付けていると、自動車の運転者は、100m
ほど手前から自転車の存在を確認することができます。明るい色( 白や黄色)

の服装を身に付けることも大変効果があります。
□ 光って安全! 　 反射材プレゼント
夜間の事故防止に役立つ反射材3 点を、抽選で差し上げます。 申込= ハガ

キに郵便番号、住所、氏名( フリガナ)、年齢、電話番号、交通安全について
あなたが気を付けていることを明記 当選者=100 人( 抽選) ※プレゼント
の発送をもって当選発表とします 期限=1 月25日必着 申先= 交通安全係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

いずれも

問先= 交通安全係B3880- 5912

NPO 関連講座
□ NPO 実務講座「NPO 法人の会計と税務　入門編」( 2 日制)
日時=①1月25日㈹②2月1日㈹※ いずれも時間は、午後6時～8時30分
内容= ①…NPO 法人の会計 ②…NPO 法人の税務 講師= 清田広明氏
( NPO 法人国際ボランティア事業団) 定員=20 人( 先着順) 申込= 電話

期限=1 月22日
□ NPO 経営セミナー「NPO のリスクのクスリ・入門編」
日時=1月28日㈲、午後6時～8時内容=市民活動を行う上で発生するト
ラブルや事故を未然に防ぐにはどうしたらよいか学びます 講師= 中原美香
氏( NPO リスク・マネジメント・オフィス) 定員=20 人( 先着順) 申込=

電話 期限=1 月27日
□ NPOガブッとまるかじり講座「NPO活動の理想と現実　～ボランティ
アってなあに?～」
日時=2月5日(士) 、午後6時～7時30分内容=「NPOとは何か、NPO
で何かできるか」について、NPO 活動実践者による体験談を交えた講義

講師= 北島一弘氏( NPO 法人足立フォーラム21理事) / 大竹恵美子氏( NPO
法人ぷらちなくらぶ代表) / 橋本輝弘氏( NPO 法人ケアー21理事) 定員=20
人( 先着順) 申込= 電話 期限=2 月4 日

いずれも
場・申・問先=NPO 活動支援センター??3840- 2331

電子自治体オンライン サービスを

利用するための実践講習会
いよいよ1 月下旬から始まる電子申請を有効に活用するための講習会

です。電子申請のほかにもインターネットを使った施設予約の方法や、
リニューアルした区・ホームページの活用方法など、パソコンを使用し
て実践的に学びます。
ぜひ、この機会に参加してください。

□ 電子申請( B コース)
日程等= 表1 対象= 区民 講師=NPO 法人I T ネットワーク東京 費用=
無料( テキスト代500円を実費負担) 申込= 往復ハガキに希望のコースと
番号( 第3 希望まで) 、住所、氏名( フリガナ)、年齢、電話番号を明記 ※ 返
信ハガキには、必ずあて先を記入 期限=1 月25日必着 申・問先=システ

ム管理係x120- 8510 中央本町1- 17- 1S3880- 5817

表1　 電子自治体オンラインサービスを利用するための実践講座( 2月期分)

※ B コース… 生活に役立つ電子申請とホームページの活用( 全4 時間)

□ 電子申請( D コース)
電子入札に関するパソコンを使った実践的な講習会です。 対象= 区

内事業者 ま日程、申込方法など、くわしくは区・ホームページをご覧
ください 踊ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
1 月12 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申 込 … 申し 込 み方 法

◆ 期 限 … 申 し 込 み 期 限

◆ 場 ・申・ 問 先 … 場 所 ・

申 し 込 み先 ・問 い 合 わ せ 先

◆ 費 用の 記 載のな い も のは 無料

◆ HP … ホ ー ム ペ ー ジ アド レ ス

◆ 　 … E メ ール ア ドレ ス

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
卜
】

第
3
次
足
立
区
生
涯
学
習
基
本

計
画
答
申
(
素
案
)
の
意
見
を
募
集

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
で
は
、
区

民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
の
実

現
に
向
け
て
、
広
く
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
/
区
内
に
事
業
所
な
ど
を

持
つ
法
人
・
そ
の
他
の
団
体
申
込

=
E
メ
ー
ル
、フ
ァ
ク
ス
、郵
便
で
、

住
所
、氏
名
、(
法
人
・
団
体
な
ど
は

代
表
者
氏
名
)
、年
齢
、意
見
を
明
記

※
第
3
次
足
立
区
生
涯
学
習
基
本
計

画
答
申
(
素
案
)
は
生
涯
学
習
課
窓

口
で
配
付
、区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
期
限
=
1
月

3
1
日
必
着
申
・
問
先
=
生
涯
学
習

課
計
画
〒

1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本

町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
9
8
1
n
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0

《
h
y
1
2
j
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
は
お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
は
、
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方
が
1
月
1
日
現
在

居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
長
あ
て

に
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
報
告

書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
=
1

月
3
1日

問
先
=
特
別
徴
収
係
　

(
3
8
8
0
)
5
2
3
2

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
口
座

振
り
替
え
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

「
特
別
区
民
税
・
都
民
税
」「
国
民

健
康
保
険
料
≒
介
護
保
険
料
」
の
支

払
い
は
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
り

替
え
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

区
内
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
に
申

込
用
紙
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す

。
通

帳
と
通
帳
印
を
持
参
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
先
=

納
税
課
収

納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
Q
V

こ
く
ほ
年
金
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
2

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

介
護
保
険
料
を
還
付
し
ま
す

転
出
や
死
亡
に
よ
り
区
の
介
護
保

険
の
被
保
険
者
資
格
が
無
く
な
っ
た

と
き
、
過
払
い
に
よ
る
介
護
保
険
料

の
還
付
が
あ
る
場
合
は
通
知
し
ま

す
。
請
求
方
法
=
還
付
請
求
書
に

本
人
の
口
座
(
郵
便
貯
金
口
座
は
不

可
)
を
指
定
し
て
返
信
用
封
筒
で
返

送

※
本
人
が
死
亡
の
場
合
は
、
遺

族
の
口
座
を
指
定
し
て
請
求

請
求

期
限
=
通
知
が
あ
っ
た
と
き
か
ら
2

年
間

※
請
求
の
権
利
が
無
く
な
る

約
1
ヵ
月
前
に
、
再
度
通
知
し
ま
す

問
先
=
介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

2
0歳
に
な
っ
た
障
害
者

の
方
は
「
障
害
基
礎
年

金
」の
申
請
が
で
き
ま
す

2
0歳
に
な
る
前
か
ら
の
病
気
や
ヶ

が
な
ど
が
原
因
で
、
日
常
生
活
に
著

し
い
支
障
が
あ
る
障
害
者
の
方
は
、
2
0

歳
に
な
る
と
「
障
害
基
礎
年
金
」

の
申
請
が
で
き
ま
す
。
※
障
害
の

程
度
や
本
人
の
所
得
額
な
ど
に
よ
り

年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
問
先
=
年
金
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
Q

り

祝
成
人
　
2
0歳
か
ら

の
権
利
・
選
挙
権

政
治
は
、
税
金
や
福
祉
、
教
育
、

経
済
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら

し
や
権
利
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
自
分
の
意
思
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
の
が
選

挙
で
す
。
2
0歳
に
な
っ
た
大
は
、
国

会
議
員
や
自
治
体
の
首
長
な
ど
を
選

ぶ
選
挙
に
参
加
す
る
「
選
挙
権
」
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

積
極
的
に
選
挙
に
参
加
し
、
皆
さ

ん
の
意
思
を
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

□
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所
で
投

票
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
立
ち

会
う
人
の
こ
と
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
年
成

人
式
を
迎
え
た
方
や
2
0歳
代
の
方
の

中
か
ら
、
今
年
の
夏
に
予
定
さ
れ
て

い
る
都
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
立
会

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会

に
、
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

-

い
ず
れ
も
-

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

1
7年
度
区
立
小
・
中
学

校
新
入
学
生
の
指
定

校
変
更
の
受
け
付
け

区
立
小
・
中
学
校
の
入
学
手
続
き

に
必
要
な
就
学
通
知
書
を
、
1
月
中

旬
か
ら
各
保
護
者
に
送
付
し
ま
す
。

就
学
通
知
書
で
指
定
さ
れ
た
小
・
中

学
校
と
違
う
学
校
に
変
更
を
希
望
す

る
方
は
、
指
定
校
変
更
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
届
い
た
就
学
通

知
書
を
持
参
の
う
え
、
就
学
係
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
学
校
へ
の
指
定
校
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
小
学
校
・
:

綾
瀬
/
梅
島
/
西
新
井
第
二
/
東
加

平

▽
中
学
校
…
第
十
一
/
第
十
四
/

伊
興
/
千
寿
桜
堤
/
東
綾
瀬
/
六

月

問
先
=
就
学
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
Q

り

私
立
高
校
な
ど
入
学
資

金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

受
験
希
望
校
が
決
ま
り
次
第
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
入
学

金
な
ど
を
納
入
済
み
の
場
合
は
融
資

で
き
ま
せ
ん
。
対
象
=
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
・
:私
立
高
校
・
高

等
専
門
学
校
ま
た
は
大
学
入
学
資
格

を
得
ら
れ
る
私
立
の
専
修
学
校
高
等

課
程
進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る

保
護
者
/
区
内
に
1
年
以
上
居
住
/

住
民
税
の
滞
納
が
な
い
/
勤
続
(
営

業
)
年
数
が
1
年
以
上
あ
る
/
1
5年

中
の
年
収
が
次
の
限
度
額
以
下

▽

給
与
所
得
者
…
支
払
給
与
の
総
額
が
1

千
万
円
以
下

▽
事
業
所
得
者
…

総
所
得
金
額
な
ど
が
8
0
0
万
円
以
下

※
取
扱
金
融
機
関
の
貸
付
基
準
に
よ

り
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
内
容
=
入
学
金
/
施
設
費

/
制
服
代
/
教
科
書
代
融
資
金
額

=
1
0
万
～
5
0
万
円
(
1
万
円
単
位
。

た
だ
し
、
制
服
代
は
1
0万
円
・
教
科

書
代
は
2
万
円
の
定
額
算
定
)

利

串
=
年
1
。
8
%
返
済
=
融
資
を
受
け

た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金

均
等
月
賦
償
還
)

取
扱
金
融
機
関
=

区
内
の
足
立
成
和
信
用
金
庫
と
東

京
ス
マ
イ
ル
農
業
協
同
組
合

※
金

融
機
関
所
定
の
保
証
が
必
要
で
す

(保
証
料
は
区
が
負
担
)

期
限
=
2

月
2
8日

※
取
扱
金
融
機
関
に
申

し
込
ん
で
か
ら
融
資
ま
で
1
0日
位
か

か
り
ま
す

申
・
問
先
=
学
務
課
助

成
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

1
7年
度
か
ら
就
学
援
助
の

認
定
月
日
遡
及
の
扱
い
が

変
わ
り
ま
す

変
更
点
=
▽
4
月
申
請
の
所
得
不
明

者
の
遡
及
期
限
を
9
月
末
か
ら
7
月

末
に
変
更

▽
書
類
不
備
に
よ
る
遡

及
を
9
0日
以
内
か
ら
6
0日
以
内
に
変

更

奈
住
民
税
未
申
告
の
方
は
、
就

学
援
助
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
申
請

保
留
者
と
し
て
援
助
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
3

月
1
5日
ま
で
に
所
得
税
ま
た
は
住
民

税
の
申
告
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

問
先
=
学
務
課
助
成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

生
き
が
い
奨
励
金

申
出
書
未
提
出
の
方
へ

1
6年
8
月
1
日
現
在
、
区
内
在
住

で
7
0歳
以
上
(
昭
和
1
0年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
)
の
方
に
、
区
内
共
通

商
品
券
で
生
き
が
い
奨
励
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

申
出
書
(
該
当
者
に
は
1
6年
8
月

中
旬
発
送
済
み
)
を
ま
だ
提
出
し
て

い
な
い
方
は
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
申
出
書
を
提
出
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
H
月
上
旬
に
区
内

共
通
商
品
券
を
発
送
し
ま
し
た
。

期
限
=
2
月
1
0日

申
・
問
先
=
生

涯
学
習
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

住
宅
を
改
良
す
る
方
な
ど

へ
助
成
し
て
い
ま
す

対
象
墨
田
金
融
機
関
の
融
資
を
受
け

て
、
住
宅
内
の
段
差
解
消
を
中
心
と

し
た
改
良
、
子
ど
も
部
屋
の
増
設
や

多
世
代
家
族
入
居
の
た
め
の
間
取
り

変
更
を
行
う
場
合

②
耐
震
診
断
を

行
う
場
合

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

助
成
限
度
額
=

①
:
3
0万
円

②
・
:
▽
戸
建
住
宅
・
:
5

万
円

▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
…
2
0

万
円

問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
Q

り

区
環
境
基
金
助
成
対
象

事
業
が
決
ま
り
ま
し
た

区
内
外
の
5
事
業
者
・
団
体
か
ら

提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、

次
の
2
つ
の
事
業
に
決
定
し
ま
し

た
。
▽
高
性
能
な
垂
直
軸
形
風
力

発
電
機
の
開
発

▽
超
省
エ
ネ
型
標

示
板
「
ラ
イ
ト
パ
ネ
ル
」
の
大
型
化

の
た
め
の
開
発

問
先
=
環
境
課
計

画

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

2
0
0
5

年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
を
行
い
ま
す

「
2
0
0
5

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

は
、
我
が
国
の
農
林
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な

調
査
で
、農
林
水
産
省
が
行
い
ま
す
。

農
林
業
関
係
の
方
に
1
月
中
旬
か
ら

調
査
員
が
調
査
票
を
持
参
す
る
の

で
、
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
統
計

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

区
育
英
資
金
貸
付
事
業
へ

の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

区
育
英
資
金
貸
付
制
度
は
、
学
力

優
秀
で
向
学
心
も
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
理
由
か
ら
就
学
が
困
難
な
学
生

に
、学
資
金
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
原
資
に
運
営

し
て
い
ま
す
。
I
人
で
も
多
く
の
奨

学
生
を
支
援
す
る
た
め
、
善
意
の
寄

付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

次
の
方
か
ら
区
育
英
資
金
に
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
(
敬
称
省
略
)
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
足
立

明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会
/
N
P
O

法
人
す
ま
い
の
相
談
室
/
華
園
夢
乃
/

福
居
典
大

問
先
=
学
務
課
助
成

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

催

し

物

ガ

イ

ド

★
定員に先着順
とあるものは
1 月12 日

から受け付け

友
好
自
治
体
魚
沼
市
(
旧
小
出

町
)
国
際
雪
合
戦
参
加
者
募
集

日
程
=
2
月
1
2
日
～
1
3
日
※
午
前

8
時
に
区
役
所
出
発

内
容
=

▽
1
2

日
・
:前
夜
祭
参
加

▽
1
3日
・
:雪
合

戦
参
加
、
雪
ま
つ
り
見
学

対
象
=

交
流
協
会
会
員
お
よ
び
一
般
区
民

費
用
=
▽
交
流
協
会
会
員
:
i

万
9

千
円
▽
一
般
…
2
万
3
千
円
▽

子
ど
も
(
4
歳
～
中
学
生
)
:
i
万

2
千
円

申
込
=
(

ガ
キ
に
希
望
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
会
員
・
一
般
の
別
を
明
記

期
限
=
1

月
2
4日
必
着

申
・
問
先
=

区
民
交
流
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

区有地を売り払います
区有地を一般競争入札により売り払い

ます。物件は区が定めた価格以上で、最
も高い価格で入札した方に売却します。
入札日時=3月1日入札場所=区役
所申込期間=2月21日～25日※ 案内
書は、1月11日から配付し ます 内容=
表1 受付・案内書配布・問先= 用地管

財課財産活用 　3880―5842

表1　 売り払い(入札) を行う物件( 土地) 一覧

1 月の休日納税・納付相談

日時=1月23日、午前9時～午後
4 時 場所= 区役所 問先= 納税相
談係 　3880 ―5236
納税課徴収推進係 　3880 ―5237
こくほ年金課納付相談係

3880―5243
介護保険課収納管理係 　3880 ―5744

区役所へは電車やバスを利用してください
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ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
月
1
4日
面
、
午
後
O
時
2
5

分
～
1
時

場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー

出
演
=
足
立
区
三
曲
協

会

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

「
春
の
ふ
れ
あ
い
合

唱
団
」
参
加
者
募
集

「
第
1
6回
春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト
」
(
4
月
1
0日
、西
新
井
文
化
ホ

ー
ル
)
に
参
加
す
る
混
声
合
唱
団
を

結
成
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
練
習
日
程
=
1

月
2
7日
～
4

月
8

日

※
基
本
は
毎
週
金
曜
日

(全
1
0回
)
、午
後
7
時
～
9
時

練

習
場
所
=
こ
ど
も
科
学
館
ほ
か

対

象
=
区
民

曲
目
=
風
が
・
山
が
・

雪
の
日
に
(
「
心
の
四
季
」
よ
り
)
ほ

か

指
導
=
相
良
文
明
氏
(
女
声
合

唱
団
「
葦
」
指
揮
者
)

費
用
=
3
千

円

申
込
=
初
回
練
習
日
に
直
接
会

場
へ

問
先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
6
回
消
費
者
講
座

「
住
ま
い
の
地
震
対
策
」

日
時
=
1
月
2
7
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

内
容
=
阪
神
大
震
災
・
新

潟
県
中
越
地
震
か
ら
の
教
訓
/
住
ま

い
の
耐
震
/
危
険
な
住
ま
い
の
改
善

方
法

講
師
=
中
村
幸
安
氏
(
一
級

建
築
士
)

定
員
=
7
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
1
r
>

西
部
児
童
・
老
人
館
か
ら

□
座
談
会
「
地
域
で
共
に
育
つ
た
め

に
」

日
時
=
1
月
2
7
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

正
午

内
容
=
座
談
会
「
障
害
児
も

地
域
で
共
に
育
つ
た
め
に
」

□
ひ
だ
ま
り
「
や
き
い
も
会
」

日
時
=
1
月
2
9
日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
焼
き
イ
モ

会

※
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も

来
て
く
だ
さ
い

-

い
ず
れ
も
-

対
象
=
区
内
在
住
で
、
子
育
て
中
の

方

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
部
児
童
・
老
人
館
　

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
1
月
2
9日
出
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
=
も
ち
つ
き
大

会

※
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も

来
て
く
だ
さ
い

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児

童
館
{

。
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

あ
だ
ち
再
生
館
環
境
講
座

日
時
等
=
表
2

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=
少

し
で
も
ご
み
を
減
ら
す
コ
ツ

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
電
話
ま
た

は
、
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
あ
だ

ち
再
生
館
環
境
講
座
」
を
明
記

期

限
=
1
月
1
8日
必
着

場
・
申
・
問

先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
日
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

表2　 あだち再生館環境講座日程等

※ いずれも金曜日。時間は、午後1時30分～3時

消
費
生
活
問
題
研
究
グ

ル
ー
プ
　
発
表
会
・
研

修
会
(
公
開
講
座
)

□
発
表
会
(
展
示
)

日
時
=
2
月
2
日
㈲
、
午
後
1
時
～

2
時
2
0分

※
発
表
内
容
は
、
1
月
2
7

日
か
ら
当
日
ま
で
梅
田
画
廊
(
エ

ル
ーソ
フ
ィ
ア
内
)
で
パ
ネ
ル
展
示

し
ま
す

□
研
修
会
(
公
開
講
座
)

日
時
=
2
月
2
日
南
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
内
容
=
講
座
「
知

っ
て
お
き
た
い
食
品
の
知
識
・
身
を

守
る
方
法
」
講
師
=
天
笠
啓
祐
氏

(フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

-

い
ず
れ
も
-

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

定
員
=
7
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
1
3回
足
立
子
ど
も

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=
2
月
5
日
倒
、
午
後
1
時
～

5
時

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー
、
教
育
研
究
所

テ
ー
マ
=
　

「
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
私
ら
し

く
生
き
た
い
」
内
容
=
全
体
会
(
講

演
)
/
分
科
会
(
話
し
合
い
)
ほ
か

定
員
=
3
0
0人(
先
着
順
)

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
生
涯
学
習

課
社
会
教
育

(
3
8
8
0
)
5
9
8
8

講
演
会
「
水
辺
を
彩
る
伝
説

～
隅
田
川
の
梅
若
と
荒
川

の
六
阿
弥
陀
～
」

日
時
=
2
月
5
日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア
内
容
=

講
演
会
/
な
つ
か
し
い
遊
び
コ
'
-
I
ナ

ー
ノ
展
示
/
茶
席

講
師
=
区
学
芸

員

定
員
=
2
0
0人(
先
着
順
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
あ
し

た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事

務
局
(
地
域
支
援
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

講
座
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
考
え
る

～
も
し
か
し
て
あ
な
た
の

身
近
に
も
～
」
(
3
日
制
)

日
時
等
=

表
3

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

※

保
育
あ
り
(
申
し
込
み
時
に
予
約
。
6

ヵ
月
以
上
就
学
前
、
定
員
1
5人
)

場
・
申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表3　 講座「ドメスティック・バイオレンスを考える」( 3 日制) 日程等

※ いずれも木曜日。時間は、午前10時～正午

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル

修
了
記
念
講
演

日
時
=
2
月
1
8
日
面
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
内
容
=
講
演
「
そ
の
契

約
大
丈
夫
で
す
か
～
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
消
費
者
契

約
法
な
ど
を
学
ぶ
～
」
講
師
=
斎

藤
雅
弘
氏
(
弁
護
士
)

定
員
=
7
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

あ
だ
ち
異
業
種
フ
ォ

ー
ラ
ム
2
0
0
5

日
時
=
2
月
1
7
日
㈲
、
午
後
4
時
～

8
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
講
演
会
/
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

(製
品
展
示
会
)
/

懇
親
会

費
用
=
4

千
円
(
懇
親
会
に
参
加
し
な
い

場
合
は
千
円
)

申
込
=
事
務
局
で

配
布
す
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
持
参

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
異
業
種
フ
ォ
ー
フ
ム
2
0

0
5
実
行
委
員
会
事
務
局
(
産
業
振

興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
6
Q

り

郷
土
博
物
館
の
無
料
映
画
会

日
時
=
2
月
1
9一日
圉
、
午
前
1
1時

内
容
―「
刪
れ
'
・

失
わ
れ
た
景
観

～
景
観
と
人
間
～
」
…
歴
史
的
景
観

や
環
境
を
次
代
に
継
承
す
る
義
務
と

責
任
を
訴
え
る

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

わ

ー

く
わ

く

通
信

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

就
職
へ
の
足
掛
が
り
を

(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
で
は
、
就
職

を
希
望
す
る
方
へ
常
に
最
新
の
求
人

情
報
を
提
供
し
、
就
職
の
相
談
・
紹

介
か
ら
採
用
に
至
る
ま
で
、
仕
事
探

し
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

□
求
人
情
報
の
提
供

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
、東
京
都
内
全
域
と
千
葉
・

埼
玉
県
内
の
一
部
地
域
の
約
6
万

件
、
2
0万
人
の
求
人
情
報
を
自
由
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
窓
口
で
の
相
談

「
ど
ん
な
職
種
に
応
募
し
た
ら
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
≒
希
望
の
求
人

が
な
い
」
な
ど
、
就
職
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
求
人
に
応
募
す
る
場
合

(
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
会
社
に
連
絡

し
、面
接
の
日
程
調
整
を
行
い
ま
す
。

募
集
条
件
(
年
齢
・
経
験
・
資
格
な

ど
)
が
合
わ
な
い
場
合
で
も
、
あ
き

ら
め
な
い
で
職
員
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。面
接
が
決
ま
る
と
、「
紹
介
状
」

を
渡
し
ま
す
。

□
就
職
支
援
の
各
種
メ
ニ
ュ
ー

再
就
職
プ
ラ
ン
の
作
成
、
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
、面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

応
募
書
類
の
添
削
な
ど
各
種
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
格
取
得
の
た
め
の
公
共

職
業
訓
練
の
案
内
、
就
職
面
接
会
な

ど
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
様
々
な
事

業
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
職
業

相
談
部
門
(
千
住
河
原
町
5
-
2
0
)

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

受
付
時
間
=
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
(
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
)

《
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係
》

掲
示

板

□
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
の
来
年
度

生
徒
を
募
集
し
ま
す

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
L
ン
指
圧
師
、
は

り
師
、
き
ゅ
う
師
の
養
成
施
設
で
、
5

年
課
程
(
中
卒
以
上
)
と
5
年
課

程
(
高
卒
以
上
)
が
あ
り
ま
す
。
対

象
=
視
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者

手
帳
取
得
者
(
見
込
み
も
含
む
)

試

験
=
1
月
2
5日
(
国
語
/
社
会
/
理

科
/
面
接
)

申
込
=
直
接
、同
学
院

へ

期
限
=
1
月
2
1日

申
・
問
先
=

ヘ
レ
ン

ー
ケ
ラ
ー
学
院
(
新
宿
区

大
久
保
3
-
1
4
-
2
0
)

(
3
2
0
0
)
0
5
2

″
3

□
区
社
会
福
祉
協
議
会
常
勤
職
員
を

募
集
し
ま
す

対
象
=
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有

し
、
昭
和
5
0年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま

れ

た

方

勤

務

場

所
=

事

務

局

お

よ

び

各

施

設

内

容
=

社

協

業

務

給

与
=

初

任

給

お

よ

び

各

種

手

当

は

当

社

規

定

に

よ

る

勤

務

条

件

等
=

週
4
0

時

間
/

有

給

休

暇

・
社

会

保

険

あ

り

採

用

人

数
=

若

千

名

採

用

時

期
=
4

月
I
H
(

予

定
)

選

考
=

筆

記

お

よ

び

面

接

申

込
=

履

歴

書

な

ど

を

持

参

期

限
=
1

月
2
5

日

申

・
問

先
=

区

社

会

福

祉

協

議

会

総

務

課
(

区

役

所

北

館
4

階
)

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

[
H
I
h
t
t
p
:
/
/
a
d
a
c
h
i
.
s
y
a
k
y
o
.
c
o
ヨ
/

□

都

立

足

立

養

護

学

校

で

展

示

販

売

会

を

行

い

ま

す

日

時
=
1

月
3
0

日

脚

、
午

前
1
0

時

内

容
=

作

業

学

習

で
作

っ

た

作

品

の

展

示

販

売

申

込
=

当

日

直

接

会

場

へ

場

・
問

先
=

都

立

足

立

養

護

学

校
(

花

畑
7
-
2
3
-
1
5
)

(
3
8
5
0
)
6
0
6
6

映像広報 制作だより

公開 収録 で行 われ た「勝 手 にお笑 い特 区新

春 スペシ ャル 」の 第2 弾 をお 送りし ます。

区民の皆さ んと区職 員が、噺 家さ んや芸人

さ んと机を並 べた「ユーモ ア川 柳教室」では 、

爆 笑川柳から 、「な るほど」と思 わずうな って

し まう川柳 まで、プ ロ顔 負けの川柳を 披露し

ています。 また、川柳 教室と同じお 題で観覧

者 の皆さん から募った ユーモア川柳 も、講師

を 務めた遠藤 佳三氏( お 笑い構 成作家) の 解 説

付 きで発表し ます。公 開収録に行 った方も 、

行 けなかっ た方もお見 逃しなく! 　 《広 報係》

「情報キャッチ　 好きです。あだち」放送予定
あだちコミュニティチャンネル(ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日3 回放送( 午前9 時30分、午後O 時30分、午後6 時)
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家
庭
・
地
域
の
力
を
学
校
に

～
五
反
野
小
学
校
の
挑
戦
～

五
反
野
小
学
校
は
1
4年
度
か
ら
3
年
間
、
文
部
科
学
省
の
「
新
し

い
タ
イ
プ
の
学
校
運
営
の
在
り
方
に
関
す
る
実
践
研
究
」
指
定
校
と

し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
力
を
学
校
運
営
に
生
か
す
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
の
最
終
年
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
施
策
推
進

(
3
8
8
0
)
5
3
4
5

学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ
る

学
校
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

五
反
野
小
学
校
は
、
1
2年
度
か
ら
5

つ
の
モ
デ
ル
校
の
一
つ
と
し
て

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
」

を
設
置
し
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。

1
4年
度
か
ら
は
保
護
者
・
地
域
の

力
を
学
校
運
営
に
生
か
す
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
ス
ク
ー
ル
」
の
研
究
に
も

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
五
反
野
小
学
校
が
め

ざ
し
た
目
標
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

で
す
。

▽
公
立
で
あ
り
な
が
ら
「
顧
客
重
視
」

「
効
率
的
な
学
校
運
営
」な
ど
、私

立
の
経
営
理
念
を
取
り
入
れ
つ
つ

保
護
者
・
地
域
が
支
え
る
「
地
域

立
」
の
学
校
と
す
る
こ
と

▽
校
長
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
て
も
、

教
育
方
針
や
経
営
理
念
が
揺
ら
ぐ

こ
と
の
な
い
学
校
教
育
推
進
体
制

を
作
る
こ
と

学
校
理
事
会
を
設
置

保
護
者
、
地
域
、
学
校
、
行
政
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
学
校
理
事
会

は
、
保
護
者
・
地
域
参
画
型
に
よ
る

学
校
経
営
の
究
極
の
形
態
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
(
図
1
)
。

図1　 家庭、地域、学校と学校理事会

☆…学校理事会の役割・要望

○ …家庭・地域・学校の役割・要望

学 校

☆学校運 営への参 画

・学校評価

・家庭、地域からの
要望・意見集約

○ 学校運営方針表明
○ 学校運営状況説明

学校 理 事 会

開かれた学校づくり協議会
☆家庭の教育力
の向上

☆地域教育の
再構築

家 庭 地 域

○ 要望・意見

○ 学校評価・授業診断
○ 学校教育への協力・連携

○ 要望・意見

○ 学校評価・授業診断
○ 学校教育への協力・連携

今
ま
で
の
学
校
は
、
教
育
課
程
や

学
校
経
営
計
画
な
ど
の
学
校
の
基
本

方
針
を
、
学
校
だ
け
で
決
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
五
反
野
小
学
校
で

は
、
学
校
が
作
っ
た
案
を
議
案
と
し

て
学
校
理
事
会
に
提
出
し
、
よ
I
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
、
理
事
会
の
場

で
討
議
・
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
理
事
会
で
決
定
し
た
内

容
に
基
づ
き
、
校
長
は
学
校
運
営
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
理
事
会
の
理
念
は
学
校
運
営

協
議
会
へ
と
受
け
継
が
れ
ま
す

五
反
野
小
学
校
学
校
理
事
会
は
、

法
改
正
に
よ
り

、
1
6
年
‥‥‥一
月
に
区
教

育
委
員
会
か
ら
「
学
校
運
営
協
議
会
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た

。こ
れ
を
受
け
、

学
校
理
事
会
は
今
後

、
法
律
に
根
拠

を
持
ち
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

校
長
は
学
校
経
営
の
基
本
方
針

を
、
学
校
運
営
協
議
会
で
承
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

よ
り
、
保
護
者
や
地
域
の
要
望
や
意

見
を
的
確
に
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
づ
く
り
に

皆
さ
ん
の
力
を

新
し
い
学
校
づ
く
り
に
は
、
保
護

者
・
地
域
の
方
の
ア
イ
デ
ア
や
、
支

援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
足
立
の
未
来

を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
協
力
し
、
学

校
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲ 登校時に校長先生とハイタッチ。
元気な1 日はここから始まります

学校理事会の設置趣旨を生かし
取り組んだ教育活動( 一例)
理事会で決議した「基礎・基本的な学習の確実

な定着と児童の社会性の育成」をめざし、教育活
動の改善に取り組みました。

パワーアップタイム

基礎的な学力の定着のために、毎朝15分間、計
算、漢字、音読の学習に取り組み、子どもたちの

学力アップにつながりました。

家庭、地域、学校によるあいさつ運動

家庭、学校、地域による三位一体の教育を具体

化させるため、家庭では「あいさつの習慣化」、

地域では「登下校の安全指導や声かけ運動」、学

校では「生活目標の設定や授業の開始・終了時の

あいさつ」に取り組み、子どもたちの規律ある生

活態度やコミュニケーション能力を高めました。

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係　　3880- 5815

安 全 は　 あ な た の 自 覚　 周 り の 目
～足立区生活安全推進標語最優秀賞～
地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンを通し
て、安全で安心なまちをつくります　《危機管理課》

世界で一つだけ のカレ ンダ ー
週間、日めくり、卓上… 。カレンダーにもいろいろな種類が

ある中で、世界に一つだけの手作りのオリジナルカレンダーを
作ろうと、16年12月8 日に、弘道児童館で「マイカレンダー作
り」が行われました。
学童教室や児童館を利用している小学生など約50人が参加。

思い思いに好きなイラストを描いたり、ぬり絵を貼り付けたり
して、個性あふれるカレンダーを作っていきました。
仕上げにビ ニールで包装

し、きれいなリボンをつけて
出来上がり。今年1 年が終わ
るころには、このカレンダー
には、予定だけでなく、思い
出もたくさん詰まっているこ
とでしょう。

▲ 私のカレンダーが
一番かわいいかな?

どのカレンダー
もみんな力作。
よくできました

師走の風物詩　舎人文化市
16年12月23日、舎人地区で200年以上も続い
ていたと言われる「ゴボウ市」を復活させた
「舎人文化市」が開催され、例年どおり多くの
人でにぎわい ました。この市は、ゴボウをはじ
めとする様々な野菜を手ごろな価格で購入で
きるとあって、地元の人だけではなく、遠方か
ら訪れる人もいる程の師走の人気行事です。
野菜の販売のほかに、フリーマーケットや、19
年度の開通をめざす日暮里・舎人線の車両
をかたどった新線焼きも無料で振る舞われ、
お腹も満足できた催しとなりました。

▲ たくさんの野菜を購
入する人も

新線焼き美味しいな!

大

声
出
し
て
身
を
守
ろ
う
!

～
東
伊
興
小
の
安
全
教
室
～

「
い
つ
も
は

『
う
る
さ
い
!
』
つ
て
怒
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
今
日
は
、
思
い
っ
き
り
大
声

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」

そ
ん
な
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
の
は
、
1
9一月
H

日
に
東
伊
興
小
学
校
で
行
わ
れ
た
P
T
A

主
催
の

安
全
教
室
。
今
年
は
児
童
の
連
れ
去
り
を
防
ぐ
た

め
、
子
ど
も
自
身
が
周
囲
に
助
け
を
求
め
ら
れ
る

よ
う
、
大
声
を
出
す
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
連
れ

去
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
い
ざ
大
き
な
声

を
出
そ
う
と
す
る
と
難
し
い
よ
う
で
、
み
ん
な
何

度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
徐
々
に
大
声
が
出
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
転
車
運
転
教
室
な
ど
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
で
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、
事
件

や
事
故
の
防
止
策
を
学
び
ま
し
た
。

▲ 犯人役の迫真の演技に
「助けて～! ! 」

古紙配合率100% 再生紙を使用しています I . F　290, 560


